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第２に，その効果は必ずしも即時性を持たないという指摘がある（Higuchi et al., 
























た．実験 1 では，指先接触群と対照群の 2 群に振り分け，介入の効果を検証した．


































第 1節 障害物との衝突を避けるための行動調整能力 
 

















図 1 課題の様子(Hackney & Cinelli, 2013） 
 
 














Yamada et al.（2012）は，転倒危険性の高い高齢者（過去 1 年間に転倒歴があり，
TUG の所要時間が 13.5 秒以上）と，転倒危険性の低い参加者を対象として，Multi-
target stepping task（MTST）という歩行課題を実施した．MTST では，3 色の四角

























図 3 (a)：Multi-target stepping 課題の配置例 




































図 4 デュアルタスク条件下で行われた実験風景 
 
また Weerdsteyn et al.（2005）はトレッドミル上での歩行時の障害物回避動作を若
齢者，高齢者を対象に測定した．その結果，高齢者は歩幅の調整の方略として，
歩幅の短縮が効率的な場合でも，歩幅を延長する方略で障害物を回避していた．












































ては，ぶつからずに通り抜けられる隙間幅の見積もり時（Warren & Whang. 1987）
や，大股でまたぐことのできる距離の見積もり時（Jiang ＆Mark. 1994）など，別
の研究でも指摘されている． 


























































































第 2 の実験では，直接経験に基づく長期な練習効果を検討するため，4 週間以内





















































* p < .05




動様式に限定される可能性が示唆されている．Yasuda et al. (2014)は，健常若年者
を対象に，車いす利用時（新規な移動様式）のほかに，歩行時（熟練した移動様


















図 8 知覚判断課題結果(相対的通過可能幅) 
横軸が各群を示し，縦軸は相対値を示している(1.0 に近ければより正確)． 
 
HR:最小通過可能幅を基準に上下 1cm 間隔で呈示し 7 種類の幅を通過経験する条
件，高解像度群 





























































図 9 実験 2 知覚判断課題結果(相対的通過可能幅) 
横軸が各群を示し，縦軸は相対値を示している(1.0 に近ければより正確)． 
 
HR:最小通過可能幅を基準に上下 1cm 間隔で呈示する 7 種類の幅を通過経験する
条件，高解像度群 














第 3節 本研究のねらい 
第 2節で説明してきたように，繰り返しの訓練の効果が，少なくとも新規に移動





























































































































     
 





























が，隙間通過時に体幹を回旋する行動（体幹回旋行動：body rotation in the yaw 
dimension）である．隙間通過時の体幹回旋行動については数多くの研究がある




う情報を用いてコントロールされることも明らかになっている（Higuchi et al., 












































第 1 節 実験 1 
本研究では前章で解説した岡田りさ（2015）の実験手法を採用し，狭い隙間を













 本実験の歩行課題は 670cm×590cm の部屋に長さ 500cm×幅 125cm の歩行通路を
設置して行った．参加者が通過する隙間はムービングドアを用い，歩行通路の 400





あり，直径 1.5 ㎝であった（長さについては 1.1.3 を参照）． 
歩行動作の解析には 12 台の三次元動作解析カメラ（OQUS300，Qualisys Sweden
社製）を用いた．動作解析のサンプリング周波数は 120Hz であり，参加者の身体，
把持する平行棒，ムービングドアに取り付けた全 16 個の反射マーカ （ー直径 1.9cm）
を追尾した．マーカーの取り付け位置は以下の通りであった．まず，参加者の頭






1 個，両肩甲骨下部を結んだ直線と脊椎との交点に 1 個，上後腸骨棘に各 1 個，
合計 5 個のマーカーを取り付けた．次に，示指爪の背側に各 1 個，合計 2 個取り
付けた．最後に 2 枚のドアの隙間側の縁に各 3 個，合計 6 個を取り付けた．その
他に 1 台のビデオカメラ（Victor 社製）を用いて実験状況を撮影し，得られたビ
デオ映像は HDD レコーダーに記録した． 
 
1.1.3 実験プロトコル 






Pre 測定 平行棒把持での隙間通過課題 








てもらう条件で測定を行った．いずれの条件も，平行棒の種類 2（身体幅の 0.8 倍，
2.0 倍）×隙間の通過幅 3（平行棒の 0.9 倍，1.0 倍，1.1 倍）×繰り返し 3 回の合計
18 試行を行った．なおこれらの試行とは別に，実験手続きに慣れてもらうための







































合計 84 試行 










（a）身体幅の 2.0 倍             （b）身体幅の 0.8 倍 
 




































































参加者が行う総実験試行数は，84 試行であった（予備練習 6，Pre 自然な回旋



































の比較は，対応のある t 検定を行った．統計学的有意水準は 5%とし，統計ソフト






























図 17 隙間通過時の安全マージン（自然な回旋，最小限回旋の比較） 
 
1.2.2 隙間通過時の体幹回旋角度（自然な回旋と最小限な回旋の比較） 


























































 各条件における隙間通過時のドアとの衝突率は図 19 の通りである．対応のある










































































































































































































































図 23 各条件における隙間通過時の歩行速度 
 
1.2.8 隙間中心からの逸脱距離 




































参加者 3 では 44.4％，9・10 では 38.8％，7 では 22.2％，4 では 16.6％，5・8 では


























































を把持している際の衝突率が，Pre で 3.3%に対して，Post では 10%であった．一


















第 2 節 実験 2 
2.1 目的・仮説 















た．指先接触群 16 名（男性 10 名，女性 6 名，平均年齢 26.1±5.6 歳），対照群 16
名（男性 9 名，女性 7 名，平均年齢 25.7±5.0 歳），指先接触なし群 15 名（男性 9
名，女性 6 名，平均年齢 31.1±6.9 歳）であった．また指先接触あり群に関しては，
安全マージンの平均値＋2SD である 306mm を基準としたため，1 名を除外した．









実験 1 と同一の実験環境，装置で実施した． 
2.2.3 実験プロトコル 
実験のプロトコルは図 26 の通り．実験課題は Pre 測定，Post 測定，介入の 3 つ
の構成で行った． 










使用する平行棒は 1 種類とした．平行棒の種類 1（身体幅 2.0 倍）×隙間の通過幅
3（平行棒の 0.9 倍，1.0 倍，1.1 倍）×繰り返し 3 回の合計 9 試行を行った．なお，
これらの試行とは別に，実験手続きに慣れてもらうための練習を，隙間の通過幅
3×平行棒の種類 1 の合計 3 試行を行った． 
介入課題 
介入効果の要因を検証するため，指先接触なし群を追加した．介入回数は，隙間
の通過幅 3（身体幅の 2 倍の 0.9 倍，1.0 倍，1.1 倍）×繰り返し 12 回の合計 36 試
行を行った．これらの試行とは別に，実験手続きに慣れてもらうための練習を，
隙間の通過幅 3×繰り返し 2 の合計 6 試行を行った 
指先接触あり課題は，ドアに付与された目標物に対して，正確に左右の指先で触
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参加者が行う総実験試行数は 63 試行であった（予備練習 3，Pre 最小限な回旋












































































** * *** 
***p < .005 
**p < .01 




















衝突率は，指先接触あり群で Pre5.9%，Post では 7.9%，対照群で Pre4.9％，Post

































































各条件における隙間中心からの逸脱距離は，図 34 の通りである．2 要因分散分
析を行った結果，介入前後（F(1,44)=0.01, n.s.），介入条件（F(2,44)=0.7, n.s.）に主
効果は認めなかった． 








































































したが，介入の効果は生じなかった（図 32）．指先接触あり群で Pre5.9%，Post で
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